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はじめに 

 

本報告書は、神戸大学大学院人間発達環境学研究科 2024 年度学術 Weeks シンポジウム「米仏のライテ

ィング教育文化を読み解く─アカデミックとパーソナルという視点─」（2025 年 3 月 15 日）の話題提供

と、指定討論のスライドをまとめたものである。 

話題提供者に森本和寿氏（大阪教育大学総合教育系特任講師）、田川千尋氏（滋賀大学教育学部特任准

教授）をお迎えし、指定討論は渡邉雅子氏（名古屋大学教育発達科学研究科教授）にお願いした。司会は

石田智敬（神戸大学大学院人間発達環境学研究科・特命助教、日本学術振興会特別研究員 PD）、川地亜

弥子（神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授）が担当した。企画・運営は、神戸大学大学院人間発達

環境学研究科人間発達専攻教育方法学研究室の友永達也（博士課程前期課程・神戸大学附属小学校教諭）、

植田涼香（同前期課程）、賀内望（同前期課程）、石田、川地で行った（所属はいずれも開催当時）。大学

関係者だけでなく、小学校、中学校、高等学校関係者や書くことや表現に関わる仕事に携わる方たちにも

ご参加いただき、総勢 61 名で深めることができた。 

アメリカとフランスという、アカデミック・ライティングのスタイルが大きく異なる２国の、特に高等

教育におけるライティングを中心に話題提供があった。どのようなライティング作品が高く評価される

のかとライティング指導の関係（評価と指導）、アカデミック・ライティングとパーソナルな人生の振り

返りやそのライティング作品の関係（アカデミックとパーソナル）、個人の話すことや集団で語り合うこ

とと書くことの関係（話すことと書くこと）など、ライティング教育の理論と実践における重要な論点が

示された。高等教育を中心としながら、初等・中等教育におけるライティング教育についても示唆深い内

容となった。指定討論では、両国ともにパーソナル・ライティングが重要となっているという共通点が示

されると同時に、学術研究（特に人文社会系）におけるポストモダンが浸透する中で、アカデミック・ラ

イティングの教育はいかに研究・実践されていくべきかについて議論が行われた。詳細は、ぜひ本記録を

ご覧頂きたい。 

本シンポジウムは、学術 Weeks によるライティングシンポシリーズ第５弾にあたる。第１弾（2022 年

度）「ライティング（書くことの）評価はどうあるべきか―『ルーブリック評価』の批判的検討─」、第２

弾（2023 年度）「ライティング指導の挑戦―アカデミック・ライティングを超えて―」、第３弾（2023 年

度）「教師教育における書くことの展開と可能性―書くことを教える、教えることを書く―」、第４弾（2024

年度）「教師教育とライフ・ライティング―スペイン第二共和制下におけるリエイダ地方の事例をもとに

―」と同様に、活発な議論が行われた。なお、この５回のライティングシンポシリーズの成果を含みこみ、

下記書籍が刊行された。こちらもあわせてお読み頂ければ幸いである。 

松下佳代・川地亜弥子・森本和寿・石田智敬編著（2025） 

『ライティング教育の可能性―アカデミックとパーソナルを架橋する―』勁草書房。 

年度末の多忙な時期にも関わらず、登壇いただいた皆様、ご参加いただいた皆様に、この場を借りてお

礼申し上げる。 

2025 年 4 月 

企画者を代表して   川地 亜弥子 
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■ 企画・運営
神戸大学大学院人間発達環境学研究科人間発達専攻教育方法学研究室
川地亜弥子（教授）・石田智敬（特命助教（学振PD））
友永達也（博士課程前期課程・神戸大学附属小学校教諭）
植田涼香（博士課程前期課程）・賀内望（博士課程前期課程）
問い合わせ先 academic.weeks.kawaji@bear.kobe-u.ac.jp

参加ご希望の方は、下記リンク（または右QRコード）よりお申し込み下さい。
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf56E2ZyJVO0lW42ey-v5d1gKZndjuHKYPpsP8-
EzIz1GAgUw/viewform?usp=header (締切 2025年3月13日) ※定員90名。定員を超えましたら締め
切らせて頂きます。※入力頂いた個人情報は本イベントの運営の目的のみに使用いたします。

米仏のライティング教育文化を読み解く
──アカデミックとパーソナルという視点──

2025年 3月 15日 （土） 10：00 ～ 12：00 頃 ＠ Zoom オンライン

本シンポジウムでは、「米仏のライティング教育文化を読み解く」と題して、米仏のライ
ティング教育文化を、アカデミック・ライティングとパーソナル・ライティングの両面から
読み解き、それらを比較・検討する。近刊『ライティング教育の可能性─アカデミックと
パーソナルを架橋する─』（勁草書房）において、米国とフランスのライティング教育文化
を分析した森本和寿氏と田川千尋氏の報告に加え、日本・アメリカ・フランス・イランにお
ける思考表現スタイルの比較を通して、論理的とされるスタイルが文化圏によって異なるこ
とを解明した渡邉 雅子氏を指定討論に招き、議論を深めていく。

■ 話題提供
森本 和寿（大阪教育大学）
「作文による米国近代化の夢：民主的文体の創造」

田川 千尋（滋賀大学）
「フランスの学校におけるライティング：市民性教育としての機能に注目して（仮）」

■ 指定討論
渡邉 雅子（名古屋大学）

学術 Weeks 2024 シンポジウム
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